




































































名前や店名を詠み込んだ発句から成る。 位付けは全て 「大極上々吉」であり、住所は京都の四条通りから二条通りまで（南北） 、富小路通りから堀川通りまで（東西）であり、その地域に比較的偏在すること無く存在している（図の〇印参照、注２） 。　
店名は、 「白木屋」
「伊勢屋」 「重井筒屋」 「筒井筒」 （計三句） 「信濃屋」 「漆屋」「丹後屋」 菊屋」 桔
89
梗屋」 「ます屋」 「越後屋」 （計二句） 「嶋屋」 「ひらかな屋」 「亀屋」 「鴈金屋」「実播磨屋」 「槌屋」 「春雨屋」 「河内屋」 「橘屋」 「吉野屋」 「こめ屋」などが句の中に詠み込まれている。また句の中には、 「薄化粧」 千切 （ちぎり） 」「婚礼」 「契り」 「新枕」 「女夫鴉」 「逢ふ」 「衣を脱ぐ」 「暮を待つ」 「睦言」 「もつれ合ふ」などの語も見られる。　
これらのことから、本書『歌仙娘花競』は、京都の四条通りから二条

























































































中半は皆妓院なり。京の節倹なる人気 て かく多き遊のそれ〴〵 世わたりすること、第一のふしぎ也。客は春他国の人三分二、地 人三分一也。秋よ 冬のうちは、地の人三分二、旅 三分一なりと云 故に秋冬はさみ〳〵し」と記したように、江戸時代の京都色茶屋 繁盛は、古く
からの観光地であったことを一つの理由としている。　
本書『歌仙娘花競』がどの程度の茶屋の茶立女を評したものであるの






































































































































































































































































































































                     富小路錦辺
      大極上々吉
                  おつげ
































































































































































































３， 『京都御役所向大概覚書』 二所収、 「六十九
　
京都茶屋 ・ 旅籠屋有之場所、
同茶屋敷ならび旅籠屋敷之事」
（
清文堂史料叢書第五
　
昭和四十八年刊
）
　『かせんむすめはなくらべ』の写真版掲載をご許可下さった国文学研究資料館に感謝いたします。また本稿を成すにあたり、貴重なご助言を賜りました伊藤善
隆
氏、武井協三氏、二叉淳氏、宮崎修多氏に深謝申し上
げます。

